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はじめに
・私たちは沖縄の交通課題を解決するために首里高生として何ができるのか、

　前年度に引き続き内閣府沖縄総合事務局の皆さんや先生方と話し合いを実施。

•今日は、これまで行った話合いや学年で実施したワークショップの結果と、12

月3日～25日の約1ヶ月間、首里高1・2年として取り組んだ内容を発表します。

　　　　　　　



現在の沖縄の交通課題

https://www.okinawatimes.co.jp/articles/-/615841

出所）沖縄バス株式会社,
【お知らせ】系統87番
赤嶺て
だこ線
減便およびルート変更に伴う一部区間廃止につい
て,
https://okinawabus.com/wp/ma_news/9145/,

2025年1月21日閲覧



首里高生の「総合的な探究の時間」での「探究学習」を一部抜粋

1-2③グループ
1-8③グループ

1-5②グループ

1-10⑥グループ



首里高生が取り組んだ総合探究
首里高校は沖縄の交通課題について関心がある生徒が多い！

1-3①グループ

1-4⑤グループ

1-9②グループ





学年で参加者を募ってワークショップを実施



ワークショップで議論したこと

11月に実施したワークショップで

①内閣府からの説明や日々の通学を通じ、
　　　　　　

印象に残った沖縄の交通の課題

②今後、沖縄県はどんな姿になりた
いのか

③その姿を実現するために
どんな取り組みをすべきか



車が多くて道が混んでいる バスの遅延 バスの本数が少ない

車が多くて道が混んでいるた

め学生や社会人が学校や仕事

に遅れてしまう

本当に急用がある人がいけな

くなってしまう

バスが遅延することによって

バス停に時間通りに着いても

バスが来なくて待ち時間が長

くなる。

バスの本数が少ないので思っ

た通りの時間にバスが来なか

ったり、乗りたい時間帯の時

にバスがなかったりしてしま

う。

ワークショップで出た意見①

テーマ１「沖縄の交通の課題」



モノレールが走る範囲が

拡大している沖縄

公共交通の利用が

しやすい沖縄

交通の課題に

制限されない沖縄

モノレールを那覇の地域だけ

でなく名護や糸満など沖縄県

内全体に広げて欲しい。

バスやモノレールの本数を増

やしたり運賃の値下げをして

欲しい。

バスレーン道路に作って欲し

い。

渋滞のせいで予定に遅れた

り、遅刻しないようようにし

て欲しい。

ワークショップで出た意見②

テーマ2「沖縄県としてどのような姿でありたいか」



MENU
1
①公共交通利用✖遅刻緩和

•
公共交通（モノレール・バス）で通学する

•
バスの遅れで朝礼に遅れた場合、「遅刻」としな

　い（通常の渋滞でも間に合うバスに乗車した場合

　に限る）

•
週末に外出する際に、可能な範囲で公共交通を利

　用する

　　　　　



MENU
2
②送迎場所を変える

できる限り学校から離れた安全な場所での乗り降り

（校門近くの違法駐車は渋滞を招き事故のきっかけ）

　　　　　　　日頃からの徒歩意識をup













友達との会話を増やそう‼‼

徒歩80m/minで概ね15分以内を目安に設定



徒歩80m/minで概ね15分以内を目安に表示



　

MENU 3
③徒歩や自転車で通学する

•自転車や徒歩で通学する

（自転車の事前登録している生徒以外も可能）

・自宅と学校が近い生徒への徒歩の促し

・朝晩の運動で心身の健康へ



MENU
4
④8時までに登校する　　　　　

朝8：00までに登校する事で朝の時間の有効活用

⇨自主的な自習から読書の時間を確保

朝の混雑を避け、全生徒の遅刻を改善、予防



①首里高付近及び首里地域の渋滞解消

②公共交通機関での遅刻の心配が減る

③生徒同士の交流が生まれ仲が深まる

④時間の余裕⇨心の余裕　　　　　　

取り組みのメリット



キックオフ

イベント

ポスター作成

掲示板

放送ワークショップ

クラス周
り

HR長への呼びかけ



取り組んだ実証メニュー
実証後アンケートより①



実証後アンケートより②

取り組みの良かった点



実証後アンケートより③

生徒が思いついた取り組みメニュー案

写真展
友達ポイント



実証後アンケートより④

取り組みを日常から続けるためには

高校生の実践交流会

県議会へ
報告



実証後アンケートより⑤

新たに気づいた発見や課題・感想

今後も

続けていきたい

時間に

余裕ができた



心に余裕ができる

　　→学校に行く

　　楽しみに繋がる！！



実証後アンケートより⑥

参加の促し方法とこれからの展望



ご清聴ありがとうございました！


